
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

の
命
日
に
は
参
詣
あ
ら
・
?
と
一
宮
ふ
事
注
し
。
東
堂
は
納
所
坊
主
春
長

を
召
連
れ
、
下
男
共
に
下
知
し
て
、
河
原
屋
敷
の
石
を
取
の
け
、
花

畠
の
用
意
を
な
し
‘
寺
の
留
守
に
は
小
田
停
兵
衛
と
云
ふ
者
、
未
だ

左
吉
と
定
幼
少
也
。
磯
野
六
兵
衛
と
て
前
回
丹
後
ど
の
家
砲
の
子

千
太
郎
と
い
へ
り
。
山
間
九
郎
右
衛
門
を
虎
之
助
と
申
時
、
三
人
寄

合
物
よ
み
た
ど
し
て
有
ν
之
底
、
三
十
飴
の
大
男
網
笠
深
く
か
ぶ
り
、

犬
小
持
ち
て
綾
装
束
に
て
‘
寺
の
玄
関
に
の
ぞ
き
廻
る
を
、
小
田
左

吉
、
あ
れ
治
そ
ろ
し
ゃ
、
盗
人
と
そ
来
り
け
れ
、
門
前
の
者
を
呼
ぽ
ん

と
云
ふ
。
千
太
郎
・
虎
之
助
申
す
様
は
‘
此
白
蜜
に
何
の
盗
人
来
る
べ

き
、
縫
に
て
渡
り
候
や
と
申
し
け
れ
ば
、
男
申
す
ゃ
う
、
東
堂
様
に

議
申
度
由
申
し
け
り
。
早
々
左
吉
参
っ
て
同
道
す
。
男
笠
を
ぬ
ぎ
‘

草
経
由
ぎ
s

色
代
へ
上
る
。
東
堂
い
か
怠
る
御
人
ぞ
‘
訟
に
の
用
ぞ

と
問
は
れ
け
れ
ば
.
彼
男
長
り
て
、
我
は
今
枝
民
部
家
来
山
本
丸
郎

有
衛
門
也
。
江
戸
に
て
人
を
あ
や
ま
り
立
退
候
へ
共
‘
請
人
・
母
た
ど

召
飽
ら
る
aa

と
承
り
‘
替
り
可
v
申
た
め
罷
越
候
。
御
公
儀
の
事
東
堂

織
に
奉
v
願
と
申
し
け
り
。
和
尚
横
手
打
っ
て
、
扱
も
/
¥
侍
は
か
〈

と
そ
有
る
ぺ
き
事
也
。
武
勇
の
設
す
庭
、
奇
特
々
々
と
仰
せ
ら
れ
、

納
所
を
は
や
横
山
城
州
へ
被
v
遁
。
山
按
殿
是
を
聞
き
手
を
打
ち
悦

密
通
し
、
互
に
色
外
に
あ
色
は
れ
、
亭
主
の
耳
に
立
ち
、
近
日
討
取

っ
て
公
儀
へ
断
り
、
加
州
の
家
老
衆
へ
も
案
内
可
唱
申
入
-
と
ね
ら
ふ

由
、
彼
の
男
に
妻
女
よ
り
告
げ
L
れ
ば
、
同
心
の
者
を
討
殺
し
‘
い

づ
ち
と
も
な
く
落
ち
去
り
け
り
。
同
心
頭
聞
届
け
、
は
や
評
定
所
の

沙
汰
に
成
り
、
共
由
御
一
門
衆
よ
り
御
案
内
有
り
け
れ
ば
.
先
づ
園

へ
人
を
遣
し
、
諸
人
・
一
門
の
縮
被
a
仰
付
一
可
v
成
本
人
相
尋
可
ν
申
皆
.

老
中
よ
り
内
書
有
v
之
。
詩
人
は
小
松
前
回
封
馬
内
飯
田
次
郎
左
衛
門

也
。
定
人
の
母
も
小
松
に
あ
り
し
故
、
先
づ
召
捕
っ
て
被
=
召
飽
-
し
と

-xh向
。
叉
一
式
ふ
。
正
保
二
年
卯
月
五
日
少
将
光
高
君
江
戸
に
て
頓
に

逝
去
し
給
ひ
、
五
月
十
日
は
傘
鑓
の
三
十
五
日
に
て
、
五
ケ
日
大
法
舎

を
金
津
夫
徳
寺
に
て
御
執
行
被
v
成
け
り
。
等
師
の
智
識
は
、
共
頃
天

徳
院
泉
滴
和
倫
還
化
に
て
、
い
ま
だ
後
住
も
定
ら
宇
。
小
松
玉
龍
寺
八

代
目
の
大
平
山
徳
宕
史
文
発
和
備
は
、
恵
畢
和
備
に
玉
龍
寺
を
譲

り
、
金
滞
へ
隠
居
せ
ら
れ
、
龍
淵
寺
と
い
ふ
o
A
A
を
尊
師
に
仰
付
け

ら
れ
た
り
。
共
故
は
筋
一
夫
徳
院
泉
滴
和
備
の
門
弟
に
て
、
大
玄
の

一
波
也
。
此
時
節
=
一
ヶ
園
曹
洞
宗
の
智
識
建
を
竹
箆
下
に
た
し
、
組
意

の
活
法
を
唱
へ
法
問
有
る
事
・
な
れ
ば
、
歳
若
怠
る
智
識
は
成
り
が
た

し
。
此
の
文
発
和
備
は
共
の
比
一
の
大
老
也
、
北
園
無
双
の
智
識
也
。

金
部
古
蹟
蕗
巻
十
九

、l

五
八

び
.
は
や
劇
場
へ
被
a
申
遁
ア
寺
に
は
彼
男
に
益
出
し
.
冷
食
た
E
す

L
め
ら
れ
.
小
松
衰
の
哨
に
成
る
。
其
聞
に
虎
之
助
男
の
耳
に
さ
し

寄
り
て
、
先
づ
刀
・
脇
刺
を
東
堂
に
預
け
ら
れ
可
v
然
旨
痛
に
申
し
け

れ
ば
、
目
ま
ぜ
い
た
し
‘
刀
・
脇
刺
を
ぬ
き
て
束
堂
様
に
指
上
げ
、
見

苦
し
く
候
へ
共
、
相
果
候
は
ピ
茶
湯
被
v
成
、
御
回
向
可
v
被
ν
下
由
申
し

け
る
鹿
へ
、
御
小
人
頭
中
村
菩
兵
衛
・
風
間
衣
兵
衡
問
人
民
、
御
先

番
の
小
者
廿
入
、
龍
淵
寺
へ
来
り
け
り
。
御
城
中
の
御
普
請
設
す
御

小
人
百
人
、
ひ
た
/
¥
と
能
淵
寺
の
屋
敷
惣
祷
を
取
巻
く
。
菩
兵
衛
・

次
兵
衛
彼
男
と
近
付
に
な
り
、
奇
特
成
御
越
哉
と
感
じ
申
し
け
れ

ば
‘
男
申
し
け
る
は
、
此
上
は
縄
を
御
赦
菟
被
a
成
下
-
候
は
官
辞
有

可
v
奉
v
存
旨
申
け
り
。
雨
入
申
す
ゃ
う
は
、
是
迄
御
来
駕
の
上
何
の
あ

や
し
き
事
あ
ら
ん
。
併
御
公
儀
の
御
事
、
民
部
殿
鏡
と
申
し
訟
が
ら
、

且
は
殿
様
の
御
鏡
花
も
.
如
何
に
も
大
事
に
か
け
申
す
や
う
に
、
聞

え
の
た
め
に

τ候
閑
‘
そ
と
人
自
に
も
可
v
仕
、
心
や
す
か
れ
と
て
‘

取
っ
て
縄
付
に
し
て
、
大
勢
引
返
し
範
へ
入
れ
、
迫
付
江
戸
へ
被
v
建、

御
断
被
且
仰
上
一
御
成
政
に

τ相
演
み
け
り
。
右
山
本
九
郎
右
衛
門
は

今
枝
民
部
が
歩
行
者
也
。
寛
永
丸
年
卯
月
上
旬
於
=
江
戸
一
本
郷
の
内

に
て
、
将
軍
家
の
同
心
衆
の
内
に
借
屋
し
て
有
り
け
る
に
、
宿
の
女
と

金
揮
に
て
源
峰
居
士
・
利
繍
大
姉
夫
婦
の
佼
牌
所
、
前
回
・
横
山
・
今

枝
・
岡
嶋
家
何
れ
も
崇
敬
の
事
た
れ
ば
、
撰
み
出
さ
れ
、
御
尊
師
を
勤

め
ら
れ
.
御
回
向
を
ぞ
せ
ら
れ
け
る
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
寛
永
の

初
め
陣
川
河
原
に
初
て
寺
地
を
賜
は
り
し
は
、
何
年
の
事
た
り
け
ん
。

【

m
n
u
v

三
登
記
に
、
光
高
卿
の
御
任
官
、
英
賢
様
御
法
事
穿
‘
線
引
を
以
て

御
詑
言
申
上
げ
、
隆
康
磯
之
助
・
金
太
夫
一
類
集
り
、
犀
川
に
滞
瑠

璃
・
あ
や
と
り
初
め
け
る
が
.
一
一
閉
年
も
仕
る
内
広
、
四
月
十
四
日
御

城
火
事
に
町
中
も
立
ち
替
り
て
、
犀
川
の
河
原
寸
地
も
た
く
屋
敷
に

渡
り
‘
芝
居
の
有
る
内
に
飽
淵
寺
へ
二
千
歩
屋
敷
相
渡
h
y
、
金
太
夫

は
髄
淵
寺
借
屋
し
て
ま
し
ま
す
蕗
へ
純
に
参
り
て
‘
三
十
日
も
あ
や

と
り
仕
と
云
々
。
右
四
月
十
四
日
の
火
災
は
寛
永
八
年
た
れ
ば
、
此

の
火
災
前
寺
地
を
賜
は
り
た
る
た
ら
ん
か
。

O
塔
頭
集
岩
寺

龍
淵
寺
由
来
寄
に
、
塔
頭
柴
岩
寺
は
‘

E
保
三
年
建
立
仕
、
能
淵
寺

拝
領
地
内
に
罷
在
。
と
見
b
.
三
筒
屋
版
六
用
銀
に
、
筒
細
側
寺
塔
中

築
岩
寺
と
あ
り
。
共
の
後
絶
え
て
今
は
た
し
。

O
長

園

寺

町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
泉
寺
町
・
能
徳
寺
町
・
長
国
寺

王
丸




